身体障害者自動車改造費給付申請について

１．改造費の給付範囲

　給付対象者が自ら所有し，運転する自動車を改造する場合で，運転免許証の免許の条件に基づく改造であること。

ただし，運転免許証の免許の条件に記載されていない改造であっても，特に必要と認められれば申請できる。

２．給付対象者

　次のすべての要件に該当する者

（１）上肢・下肢・体幹機能障害による１～４級の身体障害者手帳所持者であること

　（２）市内に居住する者であること

（３）過去２年間，改造費の給付を受けていないこと

（４）要綱で規定する所得制限限度額を超えないこと

　　　（限度額については，特別障害者手当の基準と同じ）

（５）就労等に伴い，自らが所有し運転する自動車を改造する必要があること

３．給付額

　改造にかかる費用（１０万円を限度とする）

４．申請に必要なもの

（１）申請時に必ず必要（不備がある場合は，受理できません）
・申請書（様式第１号）

・身体障害者手帳の写し
　　・運転免許証の写し（表面・裏面）
　　・見積書（改造にかかる費用）の写し
　　・所得証明書（転入により市で所得が確認できない場合）

（２）給付決定後，改造費請求に必要
　・請求書（様式第４号）（給付決定の際に決定通知に同封のもの）
・領収書（改造費用のもの）の写し
　・車検証（改造した車で本人名義のもの）の写し　※
　　・振込口座のわかるもの（本人名義）の写し
　　・印鑑（請求書に押印してあれば不要）
　・改造後の自動車の写真
　　※電子車検証の場合は，本人名義とわかる部分を印刷して添付してください。
